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1. 製作の動機・目的 

 現行の中学校学習指導要領技術家庭科編技術分野において，『技術を適切に評価し活用する能力と態度の

育成』という技術リテラシーの獲得について記述されている．現在では，4 領域の学習内容に沿って様々な

取り組みがなされている．その領域の中で技術リテラシーを獲得しにくいものは，目に見ることができない

エネルギー変換の『電気』の分野であると筆者は考える．電気の分野は人々の生活を支えているものである

が，住宅内に注目してみると電気配線は安全の理由から壁の中に隠され，更に目に見えにくいものとなって

いる．上記した理由から，電気に関する技術リテラシーを身につけるためにも，生徒自身が自ら住宅の配線

を模擬的に施工でき，今後の電気に対する見方が変わるような教材及び副教材が必要だと筆者は考えた． 

2. 利用方法 

本教材の外観を図１に示す．本教材は木造住宅の配線を生徒 

たちが自ら模擬的に施工することによって，電気に関する 

興味・関心の向上及び技術リテラシーの獲得を目的とした． 

また副主題として，ものづくりの原点である多領域を含めた 

製作学習を挙げる．今回製作したものは電気の分野の他に， 

材料と加工分野である木材加工，マイコンを使用した情報分野 

を絡めた．また製作物の目的は小物入れとし，引き出しを 

開けるなどイベントに対し，小物入れの中をLEDで照射すると 

いう機能を持たせた．この教材を用いることによって，世の中 

のものづくりが多領域によって製作されていることを感じ 

ながら，主に電気に関する技術リテラシーを獲得することが 

できると考える．  

3. 工夫したこと 

骨組住宅の様子を図２に示す．今回製作した作品の工夫点は主に二つある．一つ目は，ホゾ等を利用した

骨組住宅の製作を取り入れたことである．木ねじや接着剤を利用しない方法で木造住宅を組み立てすること

によって，伝統ある骨組木造建築に興味を持たせ，現在の建築物を評価するリテラシーを育てることができ

ると考える． 

今回製作した作品の機能の説明を図３に示す．工夫点の二つ目は，小物入れ内を照射するための情報分野

と電気分野に関するLED点灯である．その機能はスイッチ部門，自動点滅器部門，引き出し開閉点灯部門，

人体感知部門に分かれている．人体感知部門のみプログラムを用いずロジック ICを組み合わせてLED点灯

させており，情報の基礎である電気の分野を配線の施工と共に学習できるようにした． 

今回の作品のように，既存の建築物や身近な建物をモデルにし電気配線の施工までを行う製作活動を通し

て，生徒たちは多領域を関連づけながら学習することができると共に，電気に関する技術リテラシーを身に

つけることができると考える． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動画サイト：http://youtu.be/5VDRvVw0zLo 

 

図１ 本教材の外観 

図２ 骨組住宅 図３ 機能説明 


